


















 
 
 
 
 
 
 
 

  

森
もり

を守
まも

るために紙
かみ

を大
だい

事
じ

に使
つか

おう 
 

オンライン授
じゅ

業
ぎょう

で、紙
かみ

は木
き

からできてい

るということを知
し

りました。その木
き

は、森
もり

からきってくる。木
き

がへったら、動
どう

物
ぶつ

のい

ばしょがなくなったり、食
た

べものがなくな

るから、また木
き

をうえる。大
おお

雨
あめ

がふった

ら、木
き

がきゅうしゅうしてくれるけど、う

えないで、そのままだったら、土
ど

しゃくず

れがおきるから、うえる。木
き

をきったら、

またうえて、森
もり

を守
まも

る。だから、森
もり

を守
まも

る

ために紙
かみ

を大
だい

事
じ

に使
つか

おうと思
おも

う。 

岡
おか

本
もと

 到
いたる

 

イトトンボの 体
からだ

がすごくほそくて びっくりしました。イトトンボは水面
すいめん

に多
おお

くて つかまえるのが むずかしかったです。 

アセトンという 薬
くすり

をつかって 油
あぶら

をぬくとき、ぬくまえは はらの部分
ぶ ぶ ん

がかたか

ったのに、アセトンをつかったあとは空
から

っぽでびっくりしました。つまり、トンボ

のはらの中
なか

は 油
あぶら

ばっかりみたいです。なぜこんなにウトナイ湖
こ

に自然
し ぜ ん

があるのか

というと しっちだから、水
みず

がどれくらいあるのかによって かんきょうがかわる

と、生えてくる 植
しょく

物
ぶつ

がかわって、そこにすむ虫もかわるからだそうです。 

よく赤
あか

トンボと言
い

っているトンボにもアキアカネ、ナツアカネ、ムツアカネ、タ

イリクアキアカネと色々
いろいろ

な種類
しゅるい

があります。タイリク 

アキアカネはひじょうにめずらしいですが、 

アキアカネやナツアカネは見
み

つけられるので、 

さがしてみてください。幅
はば

田
た

 智
とも

樹
き

 

イトトンボは、草
くさ

むらの中
なか

にいることをはじめて知
し

った。 私
わたし

は、アキアカネなどのトンボ 

しかとったことがなかったので、青
あお

と 緑
みどり

のイトトンボがとれて、とてもうれしかった。 

トンボは、標 本
ひょうほん

にするとき、わらを通
とお

すこと、三
さん

角
かく

紙
し

には生
い

きたまま入
い

れることな 

ど、はじめて知
し

ることがたくさんあった。 

イトトンボに、ブラシの毛
け

を通すのが 難
むずか

しかったが、頭の付
つ

け根
ね

にうまく 

入
はい

ると、すっ〜とした感
かん

覚
かく

だった。トンボが標 本
ひょうほん

になって、 

乾
かん

燥
そう

したとき、折
お

れてしまうのを防
ふせ

ぐために、わらやブラシの毛
け

 

を通
とお

すそうだ。 

トンボは視
し

野
や

が広
ひろ

いため、つかまえるときは後
うし

ろから 

あみを近
ちか

づけるというアドバイスが勉
べん

強
きょう

になった。次
つぎ

 

にトンボをとるときは、オニヤンマなどの迫
はく

力
りょく

のあ 

るものを 標
ひょう

本
ほん

にしてみたい。野
の

本
もと

 遥
はる

 

2022年
ねん

度
ど

のびとこまは、スペシャル企
き

画
かく

として『日
にっ

本
ぽん

製
せい

紙
し

グループの森
もり

と紙
かみ

のなかよしがっこオン

ライン』やウトナイ湖
こ

野
や

生
せい

鳥
ちょう

獣
じゅう

保
ほ

護
ご

センターでの『昆
こん

虫
ちゅう

採
さい

集
しゅう

と 標
ひょう

本
ほん

づくり』にも参
さん

加
か

しました。 

人
にん

間
げん

のせいで、なにも悪
わる

くな

いカメがひがいにあうなんて、

かわいそうだと思
おも

った。わたし

も、ストローを使
つか

うので、しょ

りに気
き

をつけて、みんながくら

せるための努
ど

力
りょく

をしたいです。 

前
まえ

原
はら

 みのり 

海
うみ

におちているゴミ、ストロー

がささってしまったようです。そ

のカメのことが世界
かい

のいろんなと

ころに広
ひろ

がり、『ストローはプラ

スチックでなく紙
かみ

にしよう』とい

う店
みせ

などがふえてきています。 

前
まえ

原
はら

 夏
か

帆
ほ

 

とても印
いん

象
しょう

に残
のこ

った『ストローがささったカメ』の 話
はなし

 

教
きょう

材
ざい

ボックスには、読
よ

みものや紙
かみ

ぶく

ろが入っていました。開
あ

けてはいけないふ

くろも入
はい

っていて、どきどきしました。な

かよし学
がっ

校
こう

が楽
たの

しみになりました。   

田
た

野
の

 栞
かん

絆
な

 

森
もり

と紙
かみ

の関
かか

わりがわかりやすかった。森
もり

と木
き

は人
にん

間
げん

にとってすごく大
だい

事
じ

なものだと知
し

って、これから、森
もり

を大
たい

切
せつ

にしたいです。 

それに、一
いち

年
ねん

間
かん

に海
かい

洋
よう

プラスチックゴミ

は800万
まん

トン（およそジェット機
き

５万
まん

機
き

分
ぶん

）の 量
りょう

が出
で

ているそうです。このゴミを

減
へ

らすために紙
かみ

を使
つか

うことができます。そし

て、いまプラスチックのものが、紙
かみ

に変
か

わっ

てきているので、身
み

のまわりをよく見てみて

ください。 

幅
はば

田
た

 智
とも

樹
き

 

木
き

が紙
かみ

になるとは思
おも

いませんでした。

紙
かみ

をつくる工
こう

場
じょう

は、すごく大
おお

きかったで

す。また森
もり

や紙
かみ

のお 話
はなし

を聞
き

きたいです。 

田
た

野
の

 心
ここ

絆
な

 

すごい紙
かみ

『シールドプラス』 
 

シールドプラスという紙
かみ

がすごかった。

この紙
かみ

は、におい、酸
さん

素
そ

を通
とお

さないとい

うのがすごかったです。じっさいにシール

ドプラスでできたふくろの中
なか

にガムが入
はい

っ

ていたけど、ふくろをあけるまで、におい

がまったくしませんでした。 

幅
はば

田
た

 智
とも

樹
き

 

一
いち

時
じ

間
かん

目
め

は森
もり

について、二
に

時
じ

間
かん

目
め

は紙
かみ

についてのお 話
はなし

で

した。紙
かみ

は木
き

からつくられてい

ると知
し

りませんでした。紙
かみ

を大
たい

切
せつ

に使
つか

おうと思
おも

いました。こ

んどは森
もり

に行
い

ってみたいです。 

田
た

野
の

 栞
かん

絆
な

 

木
き

のチップから紙
か み

ができる。 

木
き

のチップとは木
き

をこまかくしたもの。 

チップにするための木
き

は森
も り

からきってくる。 

木
き

をきったら、またうえて木
き

ができる。 岡
お か

本
も と

 到
いたる
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2022年7月31日 



びとこま　第 32 号 （2023 年 3月発行）

【執　    　筆】 子ども広報部 「びとこま」 （阿部多香子、 植竹湧、 岡本到、 栗本帆夏、 栗本百花、

               田野栞絆、 田野心絆、 田野紗彩、 野本遥、 幅田智樹、 原田詢矢、 引地優萌、 前原夏帆、      

               前原みのり、 三浦百葉、 森田紗史、 苫小牧市美術博物館、ＮPO 法人樽前 arty プラス）

【イ ラ ス ト】 子ども広報部 「びとこま」

【紙面デザイン】 堀米和克 （ＮPO 法人樽前 arty プラス）
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今回の令和 4 年度のびとこまでは、 たくさんの作品

に出会えた 1年だったと思う。 最初のびとこまはび

とこまメンバーに会い、 一緒にアイヌについて知っ

たり、 谷内六郎さんの作品を見たり毎回みんなを知っ

ていきながらも作品について深く考えたりすること

ができたと思う。 このびとこまでみんな文章を書く

力、 実際の作品を見てイラストを描く力が高まったと

私は思う。 高めた知識や表現を他の場面でもいかし

ていきたい。 （栗本帆夏）

殆ど五ヵ年…びとこま活動に私が参加して来た年月

である。 模索を続け、 様々新しい事を始め、 進化を

続けて来た。 優秀な記者に恵まれ、 記事やイラスト

にも恵まれ、 嬉しい悩みをよく抱えた。 不安定な状

勢に翻弄されるときも、 思うように筆が進まぬ時も

在った。 そんなときでも、 みんなが頑張ってくれて

びとこまも 32 号である。 読者の皆様、 美術館関係

者の皆様の応援あって、 支援あって続いて来た。 感

謝を忘れず、 この完成を喜びたい。 （原田詢矢）

1 ページ、 1 文、 1 文字ずつ、 じっくり記事を読んで

みてください。 見出しにもイラストにも、 私たちの

思いがつまっています。 部活でも、習い事でもなく、

好きなことや得意なことを楽しむために集まった、

びとこま記者ひとりひとりの個性が紙面の魅力と

なっているはずです。 イラストが多いページ、 文章

が多いページ、 取材を行い、 目で見て、 頭で考え、

からだ全身で感じとったことをみなさんにこれから

もお届けしていきます。 （阿部多香子）

私は函館からオンラインでびとこまに参加している。

直接ふれられない作品も、 記者が取材したことをオ

ンラインで紹介してくれるし、 記事も読めるので２倍

楽しめる。 また記者たちがやりたいことをドンドン実

行する姿を遠いけど近いとこから見守れるのも楽し

い。 （千葉和魂）

編 集 後 記
ぶん　　　 も  じ                          き  じ      よ

み  だ　　　　　　　　　　　　　　　　　わたし

おも　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ぶ かつ    　　  なら    ごと

す　　　　　　　　　　とくい　　　　　　　　たの　　　　　　　 　あつ

き  しゃ　　　　　　　　　　　 　こ せい     し めん　  みりょく

おお　　　　　　　　　ぶんしょう

おお　　　　　　　　 　しゅざい   おこな　　 　め　　  み　　 　あたま　かんが

しゅう　　　　　 こう　　　　　　き
へん

ぜんしん　　かん

とど　　　　　　　　　　　　　　　 あ  べ　た  か  こ

ほとん　  ごかねん　　　　　　　　　 かつどう　 わたし   さん か　　     き    ねんげつ                   

も さく　　つづ　　　さまざまあたら　　　こと　　はじ　　　　 しんか

  つづ　　　  き　　　  ゆうしゅう   き  しゃ  　めぐ　   　　   き  じ

　　　　めぐ　　　　　 うれ　　　 なや　　　　　  　かか　　　　　  ふあんてい　 じょう

せい　 ほんろう　　　　　　　　　　　　 おも              ふで　　すす　　　  とき

あ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　がんば

                 　 　ごう　　　　　　　 どくしゃ　　みなさま　　びじゅつかんかんけい

しゃ　　わす　　　　　　　　 　かんせい 　よろこ　　　　　　   　はらだじゅんや

しゃ　  みなさま　  おうえん　　　　　　　 しえん           つづ　　   　き　　　　 かん

こんかい　　れいわ　　 ねん ど　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さくひん

で あ　　　　　　ねん　　　　　　　おも　　　　さいしょ　

  　　　　　　　　　　　　　 あ　　　 　いっしょ　　　　　　　　　　　　　　　し

　　　 　たにうちろくろう　　　　　 さくひん　　み　　　　まいかい　　　　　　　　し

　　　　　　　　　　　　さくひん　　　　　　　ふか　 かんが

                おも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ぶんしょう  　か

ちから 　じっさい　　さくひん　　み　　　　　　　　　　　か　 ちから　 たか

    　　　　　　　　　くりもと  ほのか

わたし 　おも　　 　たか　　　　 ちしき　　ひょうげん 　ほか　　ばめん

わたし　 はこだて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  さんか

ちょくせつ　　　　　　　　　　　さくひん　　　　 き しゃ　　しゅざい　

  　　　　　　 　しょうかい　　　　　　　　　　　　 き  じ　　　よ　　　　　　　　　ばい

たの　　　　　　　　　　　 き しゃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じっ

こう　　　すがた　とお　　　　　　ちか　　　　　　　　　みまも　　　　　　　  たの

         ち  ば  わこん


